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令和５年度（２０２３年度）

一般・特別会計　予算案を可決
　令和５年度一般会計予算案および14件の特別会計予算案が、

３月定例会に市長から提案されました。

　市議会では予算特別委員会を設置し、３月14日から５日間

にわたり慎重に審査を行い、定例会最終日（３月29日）の本

会議において、全て全員一致で可決しました。

財
源
の
確
保

問　

地
方
交
付
税
等
、
国
・

県
か
ら
の
支
出
金
が
少
な
い
理

由
は
。

答　

本
市
は
市
民
税
の
収
入

が
多
い
た
め
、
交
付
税
の
額
が

少
な
く
な
る
。
他
市
の
事
例
も

研
究
し
、
国
・
県
か
ら
の
財
源

の
獲
得
に
努
め
て
い
き
た
い
。

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

問　

若
い
人
や
子
ど
も
た
ち

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
対
象
に
向

け
た
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

企
画
展
の
入
場
者
や
パ

ー
ト
ナ
ー
会
員
数
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
こ
と
は
課
題
と
認
識
。

主 

な 

質 

疑

指
定
管
理
者
と
協
議
・
連
携
し
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
寄
与
す
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

私
立
保
育
所
の
助
成
金

問　

職
員
１
人
当
た
り
の
助

成
金
は
、
平
成
11
年
の
日
額
賃

金
単
価
を
算
定
根
拠
と
し
て
い

る
。
現
在
で
は
、
社
会
保
険
料

を
加
え
る
と
約
１
・
５
倍
の
額

が
必
要
と
な
る
が
市
の
考
え
は
。

答　

国
の
基
準
を
超
え
る
市

独
自
の
補
助
事
業
で
あ
り
、
私

立
保
育
所
へ
の
助
成
事
業
全
体

の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

市
立
看
護
専
門
学
校

問　

現
在
、
市
立
病
院
建
て

替
え
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
市
立
看
護
専
門
学
校
の
今

後
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。

答　

市
立
病
院
の
敷
地
内
に

学
校
が
建
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、

病
院
建
て
替
え
に
関
す
る
構
想
、

計
画
が
示
さ
れ
た
後
に
、
看
護

専
門
学
校
に
つ
い
て
方
向
性
を

決
定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金

問　

多
く
の
方
に
狩
猟
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
県
の

報
奨
金
制
度
が
適
用
さ
れ
る
狩

猟
期
間
に
も
、
市
か
ら
の
報
奨

金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答　

県
も
市
も
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
１
年
を
通
し
て
多

く
の
人
に
狩
猟
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
、
対
象
期
間
を
ず
ら

し
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
文
化
の
振
興

問　

令
和
8
年
に
市
内
の
ゴ

ル
フ
場
で
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン

が
開
催
さ
れ
る
。
市
内
に
多
数

あ
る
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
税
収
入

確
保
や
経
済
波
及
効
果
も
踏
ま

え
、
ゴ
ル
フ
振
興
の
考
え
は
。

答　

市
内
に
は
ゴ
ル
フ
文
化

が
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か
ら
も

後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

公
営
住
宅
の
有
効
活
用

問　

入
居
者
が
高
齢
化
し
て

い
る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
の
た
め
、
移
住
支
援
が
必

要
な
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
大
学

生
の
入
居
を
認
め
る
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
が
。

答　

本
市
で
は
、
公
営
住
宅

法
の
規
定
内
で
の
募
集
を
基
本

と
し
て
い
る
。
今
後
の
人
口
減

少
期
に
お
け
る
空
き
室
活
用
を

視
野
に
、
情
報
収
集
を
図
る
。

要
援
護
者
の
防
災
訓
練

問　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
要
援
護
者
が
参
加
し
た
防

災
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

答　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
で
き
て
い
な
い
が
、
過
去
に

は
福
祉
避
難
所
が
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
か
を
実
感
し
て
も
ら
う

訓
練
を
実
施
し
た
。
今
後
も
地

域
と
共
に
、
要
援
護
者
の
視
点

に
立
っ
た
訓
練
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

問　

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
い
る
が
、
別
室
登
校

指
導
員
に
よ
る
見
守
り
状
況
は
。

答　

本
市
で
は
、
教
員
免
許

を
持
つ
人
を
別
室
登
校
指
導
員

に
採
用
し
、
教
科
指
導
の
補
助

以
外
に
、
教
員
や
ク
ラ
ス
の
仲

間
と
精
神
的
に
つ
な
ぐ
役
割
も

果
た
し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

問　

生
徒
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
っ
た
場
合
の
管
理
責
任
は
、

地
域
の
部
活
動
指
導
者
に
あ
る

の
か
。
ま
た
、
指
導
者
に
よ
る

体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
起
こ
っ
た

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

児
童
生
徒
間
の
い
じ
め

や
暴
力
行
為
が
発
生
し
た
場
合
、

管
理
責
任
は
地
域
の
指
導
者
に

あ
る
が
、
学
校
が
指
導
者
と
連

携
し
解
消
に
努
め
て
い
く
。
指

導
者
自
身
の
問
題
が
発
生
し
た

場
合
は
、
教
育
委
員
会
と
学
校

が
連
携
し
対
応
し
た
い
。

介
護
保
険
事
業

問　

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま

る
第
９
期
宝
塚
市
介
護
保
険
事

業
計
画
に
お
け
る
保
険
料
や
利

用
料
な
ど
の
見
直
し
は
。

答　

必
要
な
給
付
費
を
見
込

む
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い

た
め
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
未

定
。
保
険
料
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
す
か
ど

う
か
も
、
今
後
の
検
討
と
な
る
。

宝
塚
市
営
霊
園

問　

す
み
れ
墓
苑
に
遊
具
な

ど
を
設
置
し
、
家
族
が
く
つ
ろ

げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
で
き
な

い
か
。

答　

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
楽
し

め
る
取
り
組
み
も
必
要
だ
と
考

え
る
。
今
後
、
積
極
的
に
研
究

し
て
い
き
た
い
。

市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

予算特別委員会委員（◎委員長、○副委員長）
（後列左から）�たぶち静子、伊庭聡、◎となき正勝、大川裕之　

山本敬子、江原和明、くわはら健三郎
（前列左から）�池田光隆、大島淡紅子、○川口潤、岩佐まさし　

北野聡子

すみれ墓苑

市税
41.2％

市債
8.5%

歳　入
884 億円

国庫支出金
18.3%

地方交付税
7.0%

県支出金
7.0%

繰入金
3.2% その他

14.8%

令和５年度一般会計予算

民生費
44.4%

衛生費
12.3%

教育費
11.5%

総務費
10.1%

公債費
9.2%

土木費
7.9%

歳　出
884 億円

消防費
2.9%

議会費
0.6％

商工費
0.4%

その他
0.7%

各会計別歳入歳出予算額

会　　計　　別 令和５年度 
予算額

令和４年度 
予算額 増減額 増減比 

（％）

一 般 会 計（Ａ） 884億円 834億4,100万円 49億5,900万円 5.9

特 別 会 計（Ｂ） 515億5,397万9千円 508億3,328万3千円 7憶2,069万6千円 1.4

国民健康保険事業費 226億2,930万円 215億4,370万円 10億8,560万円 5.0

国民健康保険診療施設費 1億5,950万円 1億1,740万円 4,210万円 35.9

介護保険事業費 235億9,980万円 226億2,660万円 9億7,320万円 4.3

後期高齢者医療事業費 48億880万円 45億2,490万円 2億8,390万円 6.3

財産区（９件） 1億2,811万1千円 8,356万6千円 4,454万5千円 53.3

宝塚市営霊園事業費 2億2,846万8千円 19億3,711万7千円 △ 17億864万9千円 △ 88.2

計（Ａ）+（Ｂ） 1,399億5,397万9千円 1,342億7,428万3千円 56億7,969万6千円 4.2予算特別委員会の報告書宝塚市の予算
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針

方

政

施

問質表代
　市議会では、２月27日、28日の２日間、各会派を代

表する８人の議員が、市長の施政方針や新年度予算の

内容、考え方を問う代表質問を行いました。

◆ 各ページに掲載した二次元コードから、代表質
問の録画配信ページがご覧いただけます。

　 録画の公開は次号の議会報「かけはし」発行日
までです。

日本共産党
宝塚市会議員団
・平和を守る市政を
・子ども医療費助成
・学校給食費の無償化
・武田尾駅バリアフリー
・市立病院

ともに生きる市民の会
・市政運営の基本方針
・ 令和５年度予算に関す

る主要な施策

たからづか真政会
・子ども医療費助成
・武田尾駅バリアフリー
・市立病院
・花卉・植木産業の活性　　
　化
・市花ダリアのＰＲ

市民ネット宝塚
・市政運営の基本方針
・都市経営
・子ども・教育
・環境
・観光・産業・文化

公明党議員団
・ 国に対する予算要望活

動の結果は
・子宮頸がん予防ワクチ　
　ン
・施政方針と新年度予算

令和安全の会
・ 子育て世代に選ばれる

まちを目指して
・安全・安心のまち
・武田尾駅バリアフリー
・ 山手台北公園前のＳ字

カーブの安全対策

日本維新の会
宝塚市議団
・インフラ・公共施設整　
　備
・教育環境の規模適正化
・宝塚サマーフェスタ

無所属の会
・施政方針について
・財政について
・市立病院について
・まちづくりについて
・学校教育について

代
表
質
問
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
、
山
﨑
晴
恵

市
長
の
施
政
方
針
演
説
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１　 子どもたちが安心して健やかに育つまちを
「つくる」

２　人権、いのちと暮らしを未来に「つなぐ」
３　協働と共創で魅力のあるまちを「きずく」

市政運営の基本方針

令和５年度の主要な施策

１　都市経営
・ 市公式ＬＩＮＥの機能充

実
・「書かない窓口」の実施
・ デジタル庁、民間企業へ

の職員派遣

４　子ども・教育
・ 医療的ケアが必要な子ど

もの受け入れ体制の整備
・ 民間放課後児童クラブの

新設
・ 中学校の部活動地域移行

をモデル実施

５　環境
・ すみれ墓苑に樹木葬式墓

所を開設
・ 新ごみ処理施設整備工事
・ パークマネジメント計画

の策定
・ 公用車の一部にＥＶ車導

入

６　観光・産業・文化
・ ＪＲデスティネーション

キャンペーンにおける観
光ＰＲ

・ 宝塚サマーフェスタ、歌
劇市民貸切公演などを再
開

２　安全・都市基盤
・ 都市計画道路整備（競馬

場高丸線、荒地西山線、
山手幹線）

・ ＪＲ武田尾駅バリアフリ
ー化の推進

３　健康・福祉
・ 市立病院経営強化プラン

の策定、新病院建設地調
査

・ 産婦、新生児の支援拡充
・ 障害福祉相談支援専門員

の雇用補助

←
施
政
方
針
の

全
文
は
こ
ち
ら

【
平
和
を
守
る
市
政
を
】

　

問　

憲
法
９
条
に
対
し
て
市

長
の
見
解
は
。

　

答　

全
て
の
人
の
権
利
や
命
、

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
信
念
の

下
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
若
い
世

代
へ
の
戦
争
と
核
兵
器
の
悲
惨

さ
を
語
り
継
ぐ
な
ど
、
平
和
な

社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
高
校

卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
を
】

　

問　

子
ど
も
の
医
療
費
を
無

料
と
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

世
帯
の
所
得
状
況
に
よ

っ
て
子
育
て
支
援
に
差
を
つ
け

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め

に
も
拡
充
は
必
要
と
考
え
る
。

令
和
５
年
度
中
の
拡
充
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
地

域
差
を
な
く
す
よ
う
全
国
一
律

の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
創

設
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

【
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
】

　

問　

小
・
中
学
校
の
給
食
無

償
化
実
施
自
治
体
は
全
国
で
２

５
０
を
超
え
て
い
る
。
本
市
で

も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

答　

本
市
で
既
に
実
施
し
て

い
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の

取
り
組
み
と
併
せ
て
、
今
後
検

討
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

意
見　

第
２
子
以
降
に
補
助

を
行
う
な
ど
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

【
武
田
尾
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
】

　

問　

今
後
の
計
画
は
。

　

答　

令
和
５
年
度
に
基
本
構

想
の
作
成
と
概
略
設
計
を
行
う
。

国
の
補
助
制
度
で
あ
る
鉄
道
駅

総
合
改
善
事
業
を
活
用
し
た
ス

キ
ー
ム
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
提
案

し
て
お
り
概
略
設
計
の
結
果
に

基
づ
い
て
協
議
を
進
め
る
予
定
。

　

問　

概
略
設
計
は
遅
く
と
も

令
和
５
年
の
５
月
か
６
月
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
と
聞
い
た
。

間
に
合
う
の
か
。

　

答　

国
土
交
通
省
と
の
調
整

で
は
、
令
和
５
年
５
月
時
点
で

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
取
り
組
む
意
思
表
示

を
も
ら
い
、
国
の
予
算
要
望
時

期
で
あ
る
11
月
ま
で
に
概
略
設

計
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
市
立
病
院
】

　

問　

市
立
病
院
の
老
朽
化
対

策
と
建
て
替
え
に
係
る
課
題
は
。

　

答　

現
時
点
か
ら
新
病
院
が

完
成
す
る
ま
で
の
期
間
も
給
排

水
管
な
ど
施
設
と
設
備
の
老
朽

化
は
進
行
す
る
た
め
、
費
用
を

抑
え
な
が
ら
計
画
的
に
工
事
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
令
和

５
年
度
は
空
調
設
備
や
熱
源
機

器
を
、
令
和
６
年
度
に
は
東
病

棟
の
給
水
配
管
を
更
新
予
定
。

　

問　

産
婦
人
科
の
再
開
は
。

　

答　

市
立
病
院
は
、
最
新
鋭

の
放
射
線
治
療
と
化
学
療
法
が

行
え
る
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
有
す

る
県
指
定
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
で
あ
り
、
産
婦
人
科
の
常

勤
医
師
が
い
れ
ば
、
子
宮
が
ん

な
ど
悪
性
疾
患
に
対
す
る
放
射

線
治
療
や
外
科
治
療
も
提
供
で

き
る
。
引
き
続
き
、
再
開
に
向

け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
】

　

問　

拡
充
に
取
り
組
む
の
か
。

　

答　

必
要
な
医
療
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
拡
充
に
取

り
組
む
。
全
国
一
律
の
制
度
創

設
を
、
国
、
県
に
要
望
す
る
。

【
武
田
尾
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
】

　

問　

本
市
は
ど
う
関
わ
る
か
。

　

答　

国
の
補
助
制
度
活
用
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
提
案
。
本
市
が

基
本
構
想
作
成
と
概
略
設
計
を

行
い
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　

問　

市
の
本
気
度
は
。

　

答　

何
が
何
で
も
実
現
す
る

と
い
う
思
い
で
、
市
、
県
、
国

を
挙
げ
て
進
め
て
い
く
。

【
市
立
病
院
の
目
指
す
も
の
】

　

問　

市
立
病
院
の
経
営
改
革

は
市
政
の
重
要
課
題
。
目
指
す

病
院
像
は
。

　

答　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
切

れ
目
の
な
い
医
療
を
受
け
る
た

め
に
、
市
立
病
院
は
不
可
欠
。

さ
ら
な
る
経
営
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
目
指
す
病
院
像

を
具
体
化
し
た
経
営
強
化
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
。
建
て
替
え
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
方
針
を
決
定
す
る
。

【
市
立
病
院
の
敷
地
調
査
、
建

設
場
所
の
検
討
】

　

問　

経
営
強
化
プ
ラ
ン
策
定

と
と
も
に
進
め
る
敷
地
調
査
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　

答　

新
病
院
建
設
地
決
定
に

向
け
、
現
在
地
と
移
転
用
地
で

の
建
て
替
え
可
能
性
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
す
る
。

　

問　

現
地
建
て
替
え
に
は
大

き
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
た
め

池
ぐ
ら
い
し
か
、
ま
と
ま
っ
た

土
地
は
な
い
の
で
は
。

　

答　

２
～
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、

候
補
地
を
検
討
す
る
中
で
、
た

め
池
も
候
補
の
一
つ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
市
立
病
院
の
交
通
ア
ク
セ
ス
】

　

問　

バ
ス
減
便
で
不
便
が
生

じ
て
い
る
。
今
後
の
対
策
は
。

　

答　

減
便
に
よ
り
通
院
が
困

難
に
な
っ
た
と
い
う
意
見
も
頂

い
て
い
る
。
バ
ス
会
社
へ
の
増

便
要
望
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス

改
善
の
検
討
を
進
め
る
。

　

問　

新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

確
保
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

答　

採
算
面
の
課
題
は
あ
る

が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
と
協
働

し
交
通
政
策
を
考
え
て
い
く
。

【
花
卉
・
植
木
産
業
の
活
性
化
】

　

問　

地
場
産
業
で
あ
る
花
卉

・
植
木
産
業
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
活
性
化
を
図
る
の
か
。

　

答　

あ
い
あ
い
パ
ー
ク
の
駐

車
場
、
照
明
設
備
に
投
資
を
行

う
ほ
か
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
た
魅
力
発
信
に
よ
り
、
園
芸

に
関
心
を
持
つ
方
の
裾
野
が
広

が
る
よ
う
注
力
す
る
。

【
市
花
ダ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
】

　

問　

市
花
ダ
リ
ア
の
さ
ら
な

る
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

答　

生
産
者
で
あ
る
佐
曽
利

園
芸
組
合
や
市
内
事
業
者
と
協

働
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
。

武田尾駅バリアフリー化は
基本構想作成と概略設計行う
日本共産党宝塚市会議員団

たぶち　静子

市立病院の経営改革が課題
経営強化プランを策定する

たからづか真政会
冨川　晃太郎
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【
市
長
の
国
に
対
す
る
予
算
要

望
活
動
の
結
果
は
】

　

問　

国
土
交
通
省
へ
の
令
和

５
年
度
予
算
要
望
結
果
は
。

　

答　

道
路
関
連
１
６
５
５
万

円
、
公
園
関
連
１
２
１
０
万
円

の
国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て

配
分
が
確
定
し
、
都
市
計
画
道

路
整
備
事
業
な
ど
は
３
月
下
旬

の
公
表
を
待
っ
て
い
る
。

　

問　

令
和
４
年
度
の
結
果
は
。

　

答　

道
路
、
公
園
、
下
水
道

な
ど
20
を
超
え
る
事
業
に
対
し
、

約
91
％
の
内
示
を
受
け
た
。
重

点
事
業
と
し
て
要
望
し
た
都
市

計
画
道
路
事
業
お
よ
び
橋
梁
長

寿
命
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

わ
せ
て
96
％
の
内
示
で
あ
っ
た
。

　

問　

文
部
科
学
省
へ
の
令
和

４
年
度
補
正
予
算
要
望
結
果
は
。

　

答　

要
望
し
た
全
事
業
が
採

択
さ
れ
た
。
内
示
を
受
け
た
総

額
４
億
１
７
５
５
万
９
千
円
の

交
付
金
を
活
用
し
、
14
校
で
校

舎
改
修
工
事
を
行
う
予
定
。

　

問　

今
回
の
工
事
に
よ
る
ト

イ
レ
洋
式
化
の
進
捗
状
況
は
。

　

答　

小
学
校
で
81
％
、
中
学

校
で
82
％
が
達
成
さ
れ
る
予
定
。

【
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
】

　

問　

国
の
新
年
度
方
針
に
よ

り
、
９
価
ワ
ク
チ
ン
が
新
た
に

加
わ
る
こ
と
へ
の
対
応
は
。

　

答　

４
月
１
日
か
ら
の
実
施

準
備
を
進
め
て
い
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
た
か
ら
づ
か

４
月
号
で
周
知
し
、
６
月
に
対

象
者
へ
個
別
に
通
知
す
る
予
定
。

【
施
政
方
針
と
新
年
度
予
算
】

　

問　

産
後
の
方
の
健
康
診
査

費
助
成
制
度
の
内
容
は
。

　

答　

令
和
５
年
４
月
以
降
に

受
け
た
健
康
診
査
費
用
を
１
回

分
５
千
円
を
上
限
に
助
成
す
る
。

　

問　

Ｊ
Ｒ
武
田
尾
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
基
本

構
想
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

概
略
設
計
は
。

　

答　

令
和
５
年
度
に
行
う
予

定
。
国
の
補
助
制
度
で
あ
る
鉄

道
駅
総
合
改
善
事
業
を
活
用
し

た
整
備
計
画
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

提
案
し
て
お
り
、
今
後
、
概
略

設
計
の
結
果
に
基
づ
い
て
国
、

県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
連
携
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
る
。

　

問　

以
前
は
駅
の
利
用
者
数

が
補
助
金
の
要
件
に
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
見
直
さ
れ
た
の
か
。

　

答　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
数
は
要
件
と
さ
れ
な
い
。

　

問　

長
い
間
、
国
、
県
と
市
、

鉄
道
事
業
者
の
負
担
割
合
は
３

分
の
１
ず
つ
だ
っ
た
。
国
に
働

き
か
け
た
こ
と
で
補
助
要
綱
が

改
正
さ
れ
、
鉄
道
事
業
者
の
負

担
が
な
く
な
っ
た
か
ら
事
業
が

進
み
始
め
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

答　

こ
れ
ま
で
事
業
に
踏
み

切
れ
な
か
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
改
正
に
よ
り
一
定
解

決
で
き
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
提
案
し
た
。

　

意
見　

国
と
連
携
し
て
い
く

こ
と
で
、
市
や
県
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
課
題

も
解
決
で
き
る
。
市
民
に
と
っ

て
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を
。

国への予算要望活動の結果は
補正予算として配分が確定

公明党議員団
江原　和明

【
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
整
備
】

　

問　

総
務
省
の
公
表
資
料
で

は
、
本
市
の
公
共
施
設
の
減
価

償
却
率
は
74
・
２
％
で
類
似
自

治
体
中
最
下
位
。
阪
神
間
で
も

70
％
を
超
え
る
自
治
体
は
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
危
機
的
状
況
を
、
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　

答　

対
応
は
急
務
と
認
識
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
予
算
か

ら
維
持
更
新
事
業
費
を
優
先
配

分
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年

度
予
算
は
44
・
９
億
円
を
計
上
、

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。

　

問　

こ
こ
３
年
で
予
算
を
積

み
増
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、

鋼
材
価
格
は
１
・
５
倍
に
な
る

等
、
全
て
の
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
。
取
り
組
み
を
加
速
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
く
、
対
応
が

遅
れ
た
た
め
高
コ
ス
ト
に
な
っ

て
い
る
。
改
修
を
早
期
に
行
っ

て
い
れ
ば
、
同
額
予
算
で
よ
り

整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
。

　

答　

予
算
を
優
先
配
分
し
て

い
る
が
、
人
件
費
、
材
料
費
の

高
騰
も
十
分
考
慮
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
取
り
組
み

を
鋭
意
進
め
た
い
。

　

意
見　

こ
れ
以
上
後
手
に
回

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

【
教
育
環
境
の
規
模
適
正
化
】

　

問　

市
内
公
立
小
学
校
の
学

校
規
模
は
、
公
平
性
が
担
保
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況

で
あ
る
。
対
応
策
の
検
討
は
。

　

答　

小
中
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
を
整
理
し
、
基
本
方
針
を

策
定
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
認
識
。
全
市
的
な
校
区
の
整

合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

地
域
や
保
護
者
と
の
協
働
に
よ

り
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

問　

校
区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
は
密
接
に
ひ
も
付
い
て

い
る
た
め
、
教
育
委
員
会
単
独

で
進
め
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

市
長
部
局
を
含
め
た
全
庁
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
。

　

答　

教
育
委
員
会
と
意
見
交

換
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
き
た
い
。

【
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
】

　

問　

４
年
ぶ
り
の
開
催
だ
が
、

物
価
高
騰
で
開
催
費
用
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
。
対
応
を
検
討

し
て
い
る
か
。

　

答　

実
行
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
業
見
積
額
は
前
回
の

２
０
１
９
年
度
と
変
更
が
な
く
、

同
額
で
予
算
を
計
上
し
た
。

　

問　

見
積
額
は
概
算
で
予
算

が
膨
ら
む
こ
と
は
必
至
。
予
算

を
同
額
に
と
ど
め
る
こ
と
は
、

実
行
委
員
会
の
み
に
負
担
を
押

し
付
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　

答　

実
行
委
員
会
と
協
議
し

な
が
ら
、
必
要
な
予
算
を
削
る

こ
と
な
く
、
安
全
な
祭
り
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

協
賛
金
を
募
る
段
階
で
、

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

企
業
を
実
行
委
員
会
に
つ
な
ぐ

な
ど
協
力
で
き
な
い
か
。

　

答　

別
の
催
し
で
、
包
括
連

携
協
定
を
結
ぶ
企
業
か
ら
協
賛

を
頂
い
た
例
が
あ
る
。
市
と
し

て
で
き
る
努
力
は
し
た
い
。

遅いインフラの老朽化対策
取り組みを鋭意進める

日本維新の会宝塚市議団
村松　あんな

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

問　

本
市
が
「
共
働
き
世
帯

が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

根
拠
は
。

　

答　

令
和
4
年
12
月
の
日
本

経
済
新
聞
「
共
働
き
子
育
て
し

や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、

本
市
は
関
西
で
６
位
、
兵
庫
県

で
３
位
と
の
評
価
を
得
た
。

　

意
見　

同
年
９
月
議
会
で
、

学
童
保
育
の
待
機
児
童
が
１
９

３
人
、
仕
事
を
辞
め
た
親
も
あ

る
と
指
摘
し
た
。
本
市
が
子
育

て
し
や
す
い
と
心
か
ら
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
。

【
令
和
５
年
度
予
算
に
関
す
る

主
要
な
施
策
】

　

問　

た
か
ら
っ
子
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
「
あ
の
ね
」
は
相
談

時
間
が
９
時
か
ら
17
時
30
分
だ

が
、
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
相

談
が
し
に
く
い
。
時
間
外
の
相

談
体
制
は
。

　

答　

留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

よ
る
自
動
案
内
を
、
家
庭
児
童

相
談
課
だ
け
で
な
く
子
ど
も
総

合
相
談
課
で
も
追
加
設
定
す
る

な
ど
、
相
談
者
の
不
安
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

　

問　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
診
療
所
が
、
令
和
2
年
度

末
に
近
畿
厚
生
局
か
ら
個
別
指

導
を
受
け
た
経
過
は
。

　

答　

障
害
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
始
時
に
実
施
計
画

を
作
成
し
て
い
な
い
な
ど
診
療

内
容
と
診
療
報
酬
の
請
求
に
関

し
て
適
正
を
欠
く
部
分
が
あ
る

と
の
指
摘
を
受
け
、
診
療
報
酬

約
28
万
円
を
自
主
返
還
し
た
。

　

問　

令
和
2
年
12
月
議
会
で
、

ド
ク
タ
ー
は
障
害
児
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
の
作
成

な
ど
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
か

と
の
質
問
に
、
担
当
部
長
は
必

要
な
業
務
を
適
切
に
行
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
と
答
弁
し

た
。
し
か
し
今
回
、
近
畿
厚
生

局
か
ら
適
切
で
な
い
と
指
摘
を

受
け
た
が
、
当
局
の
認
識
は
。

　

答　

答
弁
時
点
の
認
識
は
そ

の
と
お
り
だ
っ
た
が
、
令
和
3

年
２
月
に
近
畿
厚
生
局
の
個
別

指
導
を
受
け
、
適
正
を
欠
く
部

分
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

医
師
も
含
め
、
担
当
者
の
認
識

不
足
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　

問　

今
回
の
施
政
方
針
に
あ

る
「
書
か
な
い
窓
口
」
な
ど
は

職
員
に
負
担
が
か
か
る
の
で
は
。

　

答　

窓
口
で
の
待
ち
時
間
削

減
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
事
務

の
効
率
化
や
業
務
の
見
直
し
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。
一
方
、
シ
ス
テ
ム
導

入
の
た
め
の
交
付
金
申
請
、
仕

様
検
討
、
契
約
な
ど
の
事
務
が

生
じ
る
。
業
務
の
状
況
を
適
時

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
正

な
人
事
配
置
な
ど
に
努
め
る
。

　

意
見　

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
も
、
職
員
が
や
る
べ
き
仕
事

は
確
実
に
あ
る
。
職
員
が
生
き

生
き
と
仕
事
が
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
求

め
る
。

「あのね」の時間外対応は
留守番メッセージを追加設定

ともに生きる市民の会
梶川　みさお

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

問　

文
化
の
自
己
決
定
能
力

を
磨
く
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
。

　

答　

本
市
の
歴
史
や
先
人
が

残
し
た
文
化
を
知
り
、
学
習
や

気
付
き
の
き
っ
か
け
と
な
る
取

り
組
み
を
継
続
し
、
宝
塚
に
愛

着
を
持
つ
市
民
を
増
や
す
。

　

問　

本
市
が
、
共
働
き
世
帯

が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る
根
拠
は
。

　

答　

保
育
所
と
学
童
保
育
の

充
実
や
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
が

行
わ
れ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
が
根
拠
。

　

問　

女
性
の
就
労
継
続
状
況

を
調
査
し
て
い
る
か
。

　

答　

労
働
施
策
推
進
計
画
の

中
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

に
よ
り
、
就
労
、
離
職
、
復
職

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

充
の
課
題
と
議
論
の
方
向
性
は
。 　

答　

所
得
制
限
の
在
り
方
や
、

限
ら
れ
た
財
源
の
配
分
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。

　

意
見　

本
市
は
昔
か
ら
中
学

校
ま
で
の
給
食
提
供
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
医
療
費
助
成

な
ど
経
済
的
な
面
だ
け
で
な
く
、

本
当
に
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

は
ど
こ
か
見
極
め
て
ほ
し
い
。

【
都
市
経
営
】

　

問　

財
政
状
況
の
認
識
は
。

　

答　

建
物
施
設
等
の
老
朽
化
、

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
、
市
立

病
院
の
経
営
健
全
化
な
ど
の
課

題
が
あ
り
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

【
子
ど
も
・
教
育
】

　

問　

医
療
的
ケ
ア
児
の
安
全

な
学
び
や
保
育
の
機
会
確
保
の

た
め
の
看
護
師
の
配
置
は
。

　

答　

令
和
５
年
４
月
か
ら
の

公
立
保
育
所
で
の
受
け
入
れ
に

向
け
、
新
た
に
看
護
師
配
置
の

体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

問　

私
立
保
育
所
の
誘
致
計

画
は
。

　

答　

右
岸
地
域
の
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
に
よ
り
保

育
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
４
月

の
開
設
に
向
け
認
可
保
育
所
の

誘
致
整
備
を
進
め
る
予
定
。

　

問　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

と
校
区
変
更
の
必
要
性
は
。

　

答　

複
雑
化
し
て
い
る
小
・

中
学
校
の
通
学
区
域
の
整
合
と

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
関
す

る
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

【
環
境
】

　

問　

国
の
地
方
財
政
計
画
で

重
点
的
に
予
算
化
さ
れ
た
脱
炭

素
化
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

答　

第
２
次
宝
塚
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
改
定
し
、

２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
削
減
量
の
目
標
を
２
０

１
３
年
度
比
で
50
％
と
す
る
。

【
観
光
・
産
業
・
文
化
】

　

問　

官
民
連
携
に
よ
る
観
光

振
興
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
。

　

答　

宝
塚
歌
劇
団
と
連
携
し
、

市
内
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
番
組
の
作
成
、

ウ
エ
ル
ネ
ス
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
支
援
制
度

に
よ
り
観
光
振
興
を
図
り
、
観

光
消
費
額
の
増
大
を
目
指
す
。

子ども医療費助成拡充の課題
所得制限や財源の配分方法

市民ネット宝塚
寺本　早苗



宝塚市議会報 第258号　令和 5年（2023年）5月1日9 8宝塚市議会報 第258号　令和 5年（2023年）5月1日

【
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
】

　

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

答　

子
ど
も
た
ち
が
必
要
な

医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
令
和
５
年
度
中
の
拡
充

実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

　

問　

学
校
給
食
無
償
化
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

　

答　

学
校
給
食
を
無
償
化
し

た
場
合
、
現
在
保
護
者
が
負
担

し
て
い
る
約
８
億
円
の
財
源
確

保
が
課
題
の
一
つ
。
既
に
実
施

し
て
い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
今

後
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
令
和
５
年
度
は
高
騰
が
続

く
食
材
費
の
一
部
を
市
が
負
担

し
、
質
が
高
く
お
い
し
い
学
校

給
食
を
提
供
し
て
い
く
。

【
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

問　

混
在
地
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
３
カ
所
の
防
災
対
策
工
事
に

係
る
県
と
の
調
整
は
。

　

答　

令
和
５
年
度
の
事
業
追

加
は
困
難
と
確
認
し
て
い
る
。

市
単
独
で
の
施
工
も
含
め
検
討

し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

問　

大
堀
川
の
溢
水
、
浸
水

対
策
に
お
け
る
国
道
１
７
６
号

下
へ
の
新
た
な
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
河
川
整
備
の
進
捗
は
。

　

答　

県
に
よ
る
と
、
交
通
量

が
多
い
国
道
直
下
の
た
め
、
通

行
止
め
を
せ
ず
に
工
事
が
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
着
手
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

【
武
田
尾
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
駅
舎
お
よ
び
周
辺
整
備
】

　

問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
作
成
お
よ
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
の
概
略
設
計
の
内
容
は
。

　

答　

西
谷
地
域
唯
一
の
鉄
道

駅
で
あ
り
、
バ
ス
路
線
と
の
交

通
結
節
点
で
あ
る
武
田
尾
駅
を

含
む
駅
周
辺
地
区
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
の
重
点
整
備
地

区
と
位
置
付
け
、
武
田
尾
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。

概
略
設
計
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

意
見　

整
備
を
き
っ
か
け
に
、

西
谷
地
域
の
方
と
共
に
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
を
。

【
山
手
台
北
公
園
前
の
Ｓ
字
カ

ー
ブ
の
安
全
対
策
】

　

問　

昨
年
か
ら
連
続
し
て
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。
当
面
の

安
全
対
策
は
。

　

答　

滑
り
に
く
い
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
へ
の
打
ち
換
え
と
運

転
者
に
減
速
を
促
す
ラ
イ
ン
の

引
き
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
、

注
意
喚
起
の
看
板
増
設
や
視
認

性
が
高
い
大
型
看
板
へ
の
交
換
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
区
間
の
延

伸
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
通

行
車
両
の
速
度
抑
制
に
効
果
的

な
カ
ラ
ー
舗
装
の
実
施
に
つ
い

て
、
地
域
の
方
と
の
意
見
交
換

を
継
続
し
て
進
め
る
。

　

問　

道
路
の
形
状
を
根
本
的

に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

事
故
の
主
な
原
因
は
速

度
超
過
で
あ
り
、
通
行
車
両
の

速
度
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

子ども医療費助成の拡充は
令和５年度中の実現目指す

令和安全の会
北山　照昭

【
施
政
方
針
に
つ
い
て
】

　

問　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
市
政

か
ら
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
多
数

派
市
民
で
あ
り
、
そ
れ
が
市
政

に
対
す
る
無
関
心
に
つ
な
が
る
。

こ
の
方
た
ち
に
対
す
る
施
策
に

は
何
が
あ
る
か
。

　

答　

男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
な

く
会
社
員
と
い
う
表
現
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
。
会
社
員
に
対

す
る
一
律
の
施
策
は
な
く
、
支

援
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
る

方
へ
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

意
見　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い

う
言
葉
を
排
除
す
る
よ
う
な
真

心
の
な
い
姿
勢
が
、
市
政
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
軽
視
、
無
視
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
財
政
に
つ
い
て
】

　

問　

財
政
当
局
に
は
、
規
律

に
基
づ
く
財
政
運
営
に
努
め
る

意
志
が
本
当
に
あ
る
か
。

　

答　

市
が
策
定
し
た
財
政
規

律
に
お
け
る
全
て
の
数
値
目
標

を
達
成
し
て
い
る
。
財
政
調
整

基
金
に
つ
い
て
は
不
測
の
事
態

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
標
準
財

政
規
模
の
10
％
以
上
を
確
保
し

て
い
る
。

【
市
立
病
院
に
つ
い
て
】

　

問　

病
院
を
建
て
替
え
る
と

し
て
も
、
今
か
ら
少
な
く
と
も

７
年
か
か
る
。
伊
丹
や
箕
面
の

市
立
病
院
に
比
べ
て
あ
ま
り
に

も
遅
い
。
何
が
悪
か
っ
た
の
か
。

　

答　

平
成
27
年
３
月
策
定
の

保
全
計
画
で
は
、
築
50
年
が
経

過
す
る
令
和
17
年
度
に
新
病
院

を
開
院
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

た
。
計
画
よ
り
早
い
段
階
で
検

討
を
始
め
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
】

　

問　

山
の
手
住
宅
地
で
急
激

に
増
加
し
て
い
る
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
方

の
居
住
環
境
を
い
か
に
守
る
か

が
大
切
と
考
え
る
が
。

　

答　

空
き
家
の
発
生
抑
制
や

活
用
促
進
を
講
じ
な
が
ら
、
良

好
な
住
環
境
の
維
持
の
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
に
取
り
組
む
。

【
学
校
教
育
に
つ
い
て
】

　

問　

明
治
時
代
か
ら
何
も
進

歩
し
て
い
な
い
旧
来
の
画
一
的

な
授
業
を
や
め
、
児
童
生
徒
の

個
性
や
学
ぶ
意
欲
、
学
習
到
達

度
に
応
じ
た
も
の
に
改
革
し
て

い
く
べ
き
で
は
。

　

答　

少
人
数
授
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

意
見　

少
人
数
教
育
な
る
も

の
を
い
く
ら
進
め
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
旧
来
の
画
一
的
な
教

育
と
の
違
い
は
な
い
。
全
員
に

同
じ
事
を
教
え
よ
う
と
す
る
画

一
的
な
授
業
そ
の
も
の
を
、
も

う
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

問　

学
習
塾
な
ど
の
存
在
は
、

学
校
教
育
と
は
関
わ
り
が
な
い

と
し
て
、
無
視
す
る
の
か
。

　

答　

学
習
塾
な
ど
へ
通
わ
せ

る
こ
と
は
、
家
庭
の
学
習
環
境

も
踏
ま
え
、
各
家
庭
の
自
由
意

志
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

意
見　

学
習
塾
な
ど
の
果
た

す
役
割
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、

そ
れ
ら
と
と
も
に
教
育
を
見
直

す
姿
勢
が
必
要
と
考
え
る
。

多数派市民への施策はあるか
支援が必要な方へ施策を実施

無所属の会
田中　大志朗

３月定例会の議案審議
３月定例会では市長から提出された議案、市民の皆さまから提出された請願など51件を
審議しました。主な議案審議の概要についてご報告します。
提出された議案は一部を除き、３つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託
し、慎重に審査しました。
また、予算特別委員会を設置して審査した令和５年度宝塚市一般会計予算案および14件
の特別会計予算案の審議概要については、２～３面をご覧ください。

市長提出議案…………………………………………………………………………45件
議員提出議案…………………………………………………………………………１件
意見書…………………………………………………………………………………４件
請願……………………………………………………………………………………１件

常任委員会への主な付託議案等

総務
常任委員会 ■令和４年度宝塚市一般会計補正予算（第10号）

■宝塚市平和基金条例の一部を改正する条例の制定について

など７件（10面、11面）

文教生活
常任委員会

■令和５年度宝塚市病院事業会計予算

■宝塚市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

■工事請負契約（土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）対策工事（その５））
　の締結について

など　８件（10面、11面）

産業建設
常任委員会

■令和５年度宝塚市水道事業会計予算

■令和５年度宝塚市下水道事業会計予算

■宝塚市営霊園条例等の一部を改正する条例の制定について

など　15件（12面）
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物
価
高
騰
等
対
策
の
た
め
の

指
定
管
理
者
へ
の
支
援
金
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決

概
要

■
令
和
４
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

令
和
４
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
を
11
億
８
５
０
０
万
２
千
円
増
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
３
１
億
３
５
６
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

今
後
も
し
ば
ら
く
は
物
価
高
騰
や
円
安

傾
向
が
続
く
と
考
え
る
。
市
の
指
定
管

理
者
に
対
す
る
支
援
の
今
後
の
方
針
は
。

今
年
度
は
緊
急
的
に
対
応
し
た
。
令
和

５
年
度
以
降
の
支
援
は
、
他
市
の
状
況

も
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

物
価
高
騰
等
対
策
に
よ
る
指
定
管
理
者

支
援
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ス
ク
分
担
や

不
可
抗
力
の
考
え
方
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
は
指
定
管
理
者
の
努
力
の
範
疇
で

回
避
可
能
な
物
価
高
騰
で
は
な
い
と
判

断
し
、
ま
ず
は
公
共
施
設
と
し
て
同
様

の
取
り
扱
い
を
す
る
べ
き
と
考
え
、
一

律
の
支
援
を
行
っ
た
。

当
初
予
算
の
段
階
に
お
け
る
市
債
管
理

基
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。
未
来
の
世
代
に
財
政
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
、
行
財
政
を
見
直

し
て
積
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
予
算
編

成
し
て
い
る
現
状
で
は
、
市
債
管
理
基

金
へ
の
積
み
立
て
を
当
初
予
算
に
計
上

す
る
こ
と
は
困
難
。
今
後
、
計
画
的
な

積
み
立
て
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
の
心
理
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
は
、
安
定
し
た
雇

用
条
件
で
な
い
と
、
事
業
継
続
の
た
め

の
人
員
は
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

本
事
業
に
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
心
理
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
専
門

職
の
役
割
を
整
理
し
、
雇
用
の
在
り
方

や
雇
用
形
態
を
精
査
し
て
適
正
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
個
々
具
体
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問答問答問

答問答

主
な
審
議
内
容

令
和
５
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
を

可
決

概
要

■
令
和
５
年
度
宝
塚
市
病
院
事
業
会
計
予
算

令
和
５
年
度
の
業
務
の
予
定
量
は
許
可
病
床
数
４
３
６
床
、
年

間
入
院
患
者
数
11
万
５
２
９
０
人
、
外
来
患
者
数
22
万
５
０
０

人
、
１
日
平
均
の
入
院
患
者
数
３
１
５
人
、
外
来
患
者
数
９
０

０
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

で
労
働
環
境
の
改
善
は
。　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
実

績
が
確
認
で
き
る
た
め
、

月
半
ば
で
の
業
務
調
整
も

可
能
に
な
る
。

令
和
８
年
度
ま
で
に
必
要

な
改
修
費
用
だ
け
で
も
10

億
円
。
建
て
替
え
に
必
要

な
資
金
確
保
の
想
定
と
、

今
回
の
予
算
は
懸
け
離
れ

て
い
る
の
で
は
。

工
事
費
用
や
経
営
損
失
を

で
き
る
だ
け
縮
小
し
て
、

黒
字
に
な
る
経
営
基
盤
を

つ
く
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

賛成多数
可決

令和5年度病院事業会計予算の概要
収益的収入および支出
収入総額 140億7,628万9千円
支出総額 140億7,533万5千円
差し引き 95万4千円

資本的収入および支出
収入総額 8億904万8千円
支出総額 18億6,239万円
差し引き※ △10億5,334万2千円
※損益勘定留保資金等で補填

平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
台
座
に
設
置

し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
は

概
要

■
宝
塚
市
平
和
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

平
和
施
策
の
推
進
に
向
け
て
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
可
能
と
し
、

平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
設
30
年
に
当
た
る
令
和
６
年
に
開
催
す

る
セ
レ
モ
ニ
ー
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
火
の

鳥
」
の
台
座
部
分
に
設
置
し

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
い

つ
開
封
す
る
の
か
。

市
制
70
周
年
に
当
た
る
令
和

６
年
度
に
開
封
す
る
。
手
塚

治
虫
記
念
館
の
周
辺
施
設
等

と
も
連
携
し
、
企
画
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
後

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

次
の
30
年
を
考
え
る
と
市
制

百
周
年
に
も
当
た
る
。
市
民

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

平和モニュメント「火の鳥」

出
産
育
児
一
時
金
を
８
万
円
増
額

概
要

■
宝
塚
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

出
産
に
直
接
要
す
る
費
用
や

出
産
前
後
の
健
診
費
用
等
の

出
産
に
要
す
べ
き
費
用
は
、

ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
が
実

態
か
。

国
の
示
す
資
料
で
は
分
娩
費

用
は
全
国
平
均
で
大
体
47
万

円
だ
が
、
都
市
部
で
は
も
う

少
し
高
い
と
思
わ
れ
る
。
前

後
の
健
診
費
用
は
さ
ら
に
必

要
で
あ
る
。

問答 主
な
審
議
内
容

長
尾
台
小
学
校
の
敷
地
内
で

土
砂
災
害
対
策
工
事
を
実
施

概
要

■
工
事
請
負
契
約
（
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
急
傾

　

斜
地
）
対
策
工
事
（
そ
の
５
）
）
の
締
結
に
つ
い
て

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
立
長
尾
台
小

学
校
敷
地
内
の
西
側
の
り
面
に
安
全
対
策
工
事
を
実
施
す
る
た

め
、
請
負
金
額
１
億
９
８
０
０
万
円
で
、
株
式
会
社
ア
ー
デ
ン

ト
を
請
負
業
者
と
し
て
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

授
業
等
へ
の
影
響
は
。

６
月
の
運
動
会
ご
ろ
ま
で

は
仮
設
作
業
や
測
量
を
行

い
、
音
の
出
る
工
事
は
夏

休
み
に
行
う
。
仮
設
足
場

に
も
防
音
シ
ー
ト
を
張
る
。

周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し

た
地
盤
調
査
時
に
周
知
し

て
い
る
。
議
会
で
の
契
約

締
結
承
認
後
、
工
程
表
、

仮
設
計
画
を
作
成
し
、
周

辺
住
民
、
学
校
、
保
護
者
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
に

周
知
す
る
。
要
請
が
あ
れ

ば
、
工
事
説
明
会
の
開
催

等
も
検
討
す
る
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

工事が行われる長尾台小学校

各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）

会派名 日本共産党
宝塚市会議員団

たからづか
真政会 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
ともに生きる

市民の会
市民ネット

宝塚
令和

安全の会
無所属
の会

議員名

田
中　
こ
う

た
ぶ
ち
静
子

と
な
き
正
勝

横
田
ま
さ
の
り

大
川　
裕
之

浅
谷　
亜
紀

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

藤
岡　
和
枝

江
原　
和
明

中
野　
　
正

三
宅　
浩
二

池
田　
光
隆

伊
庭　
　
聡

村
松
あ
ん
な

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

川
口　
　
潤

寺
本　
早
苗

北
野　
聡
子

北
山　
照
昭

山
本　
敬
子

田
中
大
志
朗

岩
佐
ま
さ
し

令和５年度宝塚市
病院事業会計予算 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◇議長（三宅浩二議長）の表決権について
　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において「可否同数」（賛
成と反対が同数となること）となった場合、議長が可決か否決かを決定することになります。
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令
和
５
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計

予
算
を
可
決

概
要

■
令
和
５
年
度
宝
塚
市
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
５
年
度
の
給
水
人
口
を
23
万
15
人
、
年
間
総
配
水
量
を
２

４
９
１
万
７
８
６
立
方
メ
ー
ト
ル
と
予
定
し
て
、
左
表
の
と
お

り
の
予
算
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
建
設
改
良
事
業
は
管
路
耐

震
化
（
更
新
）
事
業
な
ど
で
す
。

資
材
や
人
件
費
の
高
騰
を

見
込
ん
だ
予
算
か
。

予
算
編
成
時
に
は
最
新
情

報
を
基
に
積
算
を
行
っ
た

が
、
３
月
時
点
で
さ
ら
に

単
価
が
上
が
っ
て
い
る
。

実
際
の
支
出
で
は
若
干
の

差
異
が
発
生
す
る
見
込
み
。

今
後
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
減

少
に
伴
い
、
一
時
借
り
入

れ
の
必
要
性
を
見
極
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

大
き
な
工
事
や
企
業
債
の

返
済
時
に
資
金
が
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
一
時

借
り
入
れ
に
つ
い
て
も
見

込
み
を
立
て
て
い
き
た
い
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

令和5年度水道事業会計予算の概要
収益的収入および支出
事業収益 47億3,879万６千円
事業費用 54億1,502万５千円
差し引き △６億7,622万９千円

資本的収入および支出
資本的収入 18億1,160万円
資本的支出 39億1,671万４千円
差し引き※ △21億511万４千円
※損益勘定留保資金等で補填

令和5年度下水道事業会計予算の概要
収益的収入および支出
事業収益 43億1,667万７千円
事業費用 44億9,956万３千円
差し引き △1億8,288万６千円

資本的収入および支出
資本的収入 10億4,282万６千円
資本的支出 28億6,232万１千円
差し引き※ △18億1,949万５千円
※損益勘定留保資金等で補填

令
和
５
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業

会
計
予
算
を
可
決

概
要

■
令
和
５
年
度
宝
塚
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

令
和
５
年
度
の
水
洗
化
人
口
を
22
万
６
３
７
０
人
、
年
間
総
処

理
水
量
を
２
７
９
７
万
１
８
８
９
立
方
メ
ー
ト
ル
と
予
定
し
て
、

左
表
の
と
お
り
の
予
算
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
建
設
改
良
事

業
は
公
共
下
水
道
建
設
改
良
事
業
（
雨
水
整
備
お
よ
び
汚
水
整

備
）
で
す
。

技
術
者
の
後
継
者
問
題
に

つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組

み
は
。

近
年
、
社
会
人
経
験
を
持

っ
た
職
員
を
多
く
採
用
し

て
き
て
お
り
、
年
齢
構
成

は
よ
い
形
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
技

術
研
修
と
し
て
、
日
本
水

道
協
会
お
よ
び
下
水
道
協

会
等
が
行
う
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
や
、
阪
神
水
道
企

業
団
に
職
員
を
派
遣
す
る

な
ど
し
て
、
技
術
の
継
承

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答 主
な
審
議
内
容

宝
塚
す
み
れ
墓
苑
に
樹
木
葬
式
墓
所

を
追
加

概
要

■
宝
塚
市
営
霊
園
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

宝
塚
す
み
れ
墓
苑
に
樹
木
葬
式
墓
所
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

長
尾
山
霊
園
の
市
外
在
住
者
へ
の
貸
し
出
し
を
行
う
ほ
か
、
合

葬
式
墓
所
に
つ
い
て
身
寄
り
の
な
い
方
の
利
用
を
可
能
に
す
る

な
ど
所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

す
み
れ
墓
苑
の
一
般
墓
所

を
返
還
し
て
樹
木
葬
式
墓

所
な
ど
へ
変
更
は
可
能
か
。

墓
所
返
還
時
、
半
額
を
返

還
す
る
な
ど
の
検
討
は
。

５
年
以
内
に
未
使
用
で
返

還
の
場
合
は
５
割
相
当
額

を
返
還
す
る
が
、
そ
れ
以

外
も
返
還
と
す
る
と
経
営

上
難
し
い
と
考
え
る
。

こ
の
樹
木
葬
式
墓
所
は
、

公
立
の
霊
園
で
は
阪
神
間

で
は
初
め
て
か
。

阪
神
間
で
は
初
め
て
で
あ

る
。
樹
木
葬
式
墓
所
を
き

っ
か
け
に
、
一
般
墓
所
の

需
要
も
高
め
た
い
。

問答問答 主
な
審
議
内
容

宝塚すみれ墓苑樹木葬式墓所の完成予想図

その他の賛否が全員一致した議案等
名称 結果

市　

長　

提　

出

執行機関の附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　　決�
（全員一致）

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について
宝塚市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について
宝塚市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び宝塚市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
宅地造成等規制法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
宝塚市建築事務及び住宅事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市斜面地建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について
宝塚市パチンコ店等及びラブホテルの建築の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定について
工事請負契約（（都）荒地西山線道路新設改良工事（その１））の変更について
権利の放棄について
市道路線の認定について（３件）
令和４年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第５号）
令和４年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第５号）
令和４年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第４号）
令和４年度宝塚市特別会計宝塚市営霊園事業費補正予算（第３号）
令和４年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和４年度宝塚市病院事業会計補正予算（第５号）
損害賠償の額の決定について

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 適　　任�
（全員一致）

議員
提出 宝塚市議会における個人情報の保護に関する条例の制定について 可　　決�

（全員一致）

請　願
名称 結果

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書の提出を求める請願 継続審査

意見書
名称 結果

新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常を守る取り組みの強化を求める意見書
可　　決�

（全員一致）
アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意見書
地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進を求める意見書
認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書

陳　情
名称 所管委員会 結果

デジタル化促進に関する陳情 文教生活常任委員会
結論を得ず認可保育園入所選考に関わる加点項目についての陳情 文教生活常任委員会

すみれガ丘３丁目に３箇所の宝塚市広報板の設置を求める陳情 総務常任委員会
すみれガ丘地区公園内設置の任意団体広報板設置に関する調査を求める陳情 産業建設常任委員会 審査不要

ラビスタ宝塚管理組合の所有する管理センターを宝塚市行政関係文書において「コミ
ュニティセンター」と呼称・記述しないことを求める陳情 総務常任委員会

結論を得ず宝塚市北部地域において、北公民館の建設計画を推進することを求める陳情 文教生活常任委員会
宝塚市における認知症予防の総合戦略及び具体的施策を求める陳情 文教生活常任委員会
小規模葬祭場の建築に関する陳情 産業建設常任委員会
※陳情は所管の委員会のみでの審査となります。
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【特集】
データで見る
宝塚（第４回）

Well-being（身体的、精神的、社会的に良好な状態）なまちを目指して

全世代型社会保障 を考える
　本格的な「少子高齢化・人口減少時代」を迎えようとしている日本。
　それに対応し、将来世代を含めた全世代が安心できる持続可能な社会保障制度に
改革しようとする動きが、国において始まっています。
　この「全世代型社会保障」が目指すものは、次の３点です。
　　１　「少子化・人口減少」の流れを変える　　
　　２　これからも続く「超高齢社会」に備える

　　３　「地域の支え合い」を強める

　　　　　（全世代型社会保障構築会議報告書、令和４年12月16日）

　今回のグラフは、今後の社会保障について考えるヒントをお示しするものです。
　これまでの特集では、私たちの暮らしを取り巻く現状について、データを基にし
てお伝えしてきました。これからも、現状の把握を出発点として、市民の皆さまと
ともに、まちの将来像を考えていきたいと思います。　

●日本の人口推移と将来推計、合計特殊出生率の推移（全国および宝塚市）
　下のグラフでは、日本の人口が将来減少していくとともに、合計特殊出生率の伸びが見込めないことが示されて
います。
　また、このグラフには描かれていませんが、2060年には日本の総人口は９千万人を割り込むと予想されています。

●各国の家族関係社会支出の対ＧＤＰ比と合計特殊出生率（2019年）

（資料）OECD Family Database

　家族関係社会支出とは、子育
てに関する給付、支援、サービ
スに充てられる社会保障関係経
費のことです。
　左のグラフからは、各国の家
族関係社会支出がＧＤＰに占め
る割合と合計特殊出生率の関係
が分かります。

（資料）●人口の推移と将来推計：総務省統計局「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集2022年版」
　　　　●合計特殊出生率（宝塚市）：宝塚市統計書
　　　　●合計特殊出生率（全国）：政府統計の総合窓口(e-Stat)、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年推計）」

合計特殊出生率（宝塚市）
合計特殊出生率（全国）

報 告

行財政経営に関する
調査特別委員会
　本委員会は14人の委員によって構成され、２年以
上にわたり委員会やワークショップなどを開催しま
した。
　調査結果を取りまとめましたので、ご報告します。

委員会報告書はこちら→

【委員会の概要】
◆設置日
　令和２年12月18日
◆任務事項
　（１）行財政経営の主要課題に関すること
　（２）中長期的な財政見通しに関すること
　（３）行財政経営改革の取り組みに関すること
◆委員 
◎大川裕之、〇北山照昭、池田光隆、伊庭　聡、
　梶川みさお、川口　潤、くわはら健三郎、
　田中大志朗、たぶち静子、寺本早苗、となき正勝、
　冨川晃太郎、藤岡和枝、三宅浩二
　（田中大志朗委員は令和３年６月17日より）
　◎委員長、〇副委員長

本
委
員
会
は
、
「
早
急
な
財

政
再
建
の
推
進
」
と
「
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
『
運
営
』
か
ら
、

行
財
政
『
経
営
』
を
目
指
す
」

と
い
う
二
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

達
成
を
目
指
し
て
、
委
員
数
を

絞
っ
て
深
い
議
論
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
分
科
会
方
式
を
採
用

し
ま
し
た
。

○
第
１
分
科
会

　

「
行
財
政
経
営
の
主
要
課
題

及
び
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し

に
関
す
る
こ
と
」
を
主
に
担
当

し
、
市
の
現
状
を
踏
ま
え
調
査

を
行
う
。

○
第
２
分
科
会

　

「
行
財
政
経
営
改
革
の
取
り

組
み
に
関
す
る
こ
と
」
を
主
に

担
当
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
調
査
し
、
新
た
な
可
能
性
を

探
る
。

【
主
な
調
査
概
要
】

○
研
修
会
（
令
和
３
年
７
月
20

日
）

行
財
政
経
営
を
テ
ー
マ
に
講

師
を
招
聘
し
、
議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

○
財
政
見
通
し
、
宝
塚
市
行
財

政
経
営
方
針
お
よ
び
財
政
規

律
（
令
和
３
年
７
月
20
日
、

８
月
2
日
、
3
日
、
25
日
）

　

「
財
政
見
通
し
に
係
る
諸
課

題
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
」
、

「
財
政
に
係
る
諸
課
題
を
共
有

・
共
通
理
解
す
る
た
め
に
」
の

二
つ
の
論
点
を
立
て
、
質
疑
を

行
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

○
行
政
視
察
（
静
岡
県
裾
野
市
、

令
和
４
年
７
月
14
日
）

　

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

た
『
日
本
一
市
民
目
線
の
市
役

所
と
し
て
最
高
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
』
に
つ
い
て
及

び
行
動
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
」

を
調
査
事
項
と
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
事
業
検
証
の
評
価
（
令
和
４

年
10
月
11
日
、
11
月
２
日
、

12
月
１
日
）

市
は
、
令
和
３
年
７
月
に
行

財
政
経
営
方
針
を
策
定
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
３
カ
年
で
、
時
代
の
変
化

に
適
応
し
続
け
る
た
め
の
基
盤

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
事
業
検
証
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
委
員
会
で
は
、

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
検
証
の

経
緯
、
結
果
の
説
明
を
受
け
、

事
業
検
証
（
素
案
）
へ
の
意
見

を
付
し
ま
し
た
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
令
和
４

年
12
月
１
日
、
27
日
、
令
和

５
年
１
月
18
日
、
２
月
８
日
）

第
２
分
科
会
で
は
将
来
を
見

据
え
た
行
財
政
経
営
が
テ
ー
マ

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
今
、
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ま
た
、
人
を
中
心
に
問
題
の

本
質
を
探
究
す
る
手
段
と
し
て

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
問
題
の
可
視
化
、
そ

し
て
、
問
題
の
本
質
を
捉
え
、

解
決
す
る
た
め
の
適
切
な
課
題

設
定
と
い
う
可
視
化
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
４

日
間
に
わ
た
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
探

求
し
ま
し
た
。

【
ま
と
め
】

本
市
の
行
財
政
経
営
に
は
、

積
み
残
さ
れ
て
き
た
課
題
と
将

来
を
見
据
え
た
課
題
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
両
課
題

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
い

ま
だ
道
半
ば
と
言
え
ま
す
。

積
み
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
調
査
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
が
、

取
り
組
み
に
想
定
以
上
の
時
間

を
要
す
る
な
ど
、
「
時
間
」
と

い
う
重
要
な
資
源
を
浪
費
し
て

い
る
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
の
決
断
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
っ
て
前
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

将
来
を
見
据
え
た
課
題
に
つ

い
て
は
、
変
革
の
た
め
の
財
政
、

組
織
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
の

３
つ
の
基
盤
強
化
に
、
市
は
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

強
化
期
間
３
年
の
う
ち
２
年
が

終
わ
る
現
時
点
で
も
、
成
果
ら

し
い
成
果
が
見
え
ま
せ
ん
。

本
来
、
宝
塚
市
行
財
政
経
営

方
針
が
目
指
す
変
革
は
、
時
代

に
適
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
変
革
で
あ
り
、
課
題
発
見

の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
課
題
解
決
の

プ
ロ
セ
ス
、
成
果
に
対
す
る
評

価
で
す
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
形
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
前
提
に
、
基
盤
強
化

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
年
以
上
に
わ
た
り
調
査
を

行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
市

の
取
り
組
み
は
、
行
財
政
「
運

営
」
か
ら
行
財
政
「
経
営
」
へ

と
転
換
を
果
た
す
た
め
の
「
準

備
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
、

検
証
と
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、

本
格
的
な
転
換
を
求
め
る
と
も

に
、
本
委
員
会
終
了
後
も
、
宝

塚
市
議
会
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆
提
出
で
き
る
の
は

市
政
に
つ
い
て
の
意
見
や
要

望
が
あ
る
と
き
は
、
ど
な
た
で

も
市
議
会
に
請
願
や
陳
情
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
で
き
る
の
は
市
民
に
限

ら
ず
、
年
齢
の
制
限
も
あ
り
ま

せ
ん
。
法
人
や
団
体
も
提
出
可

能
で
す
。

◆
請
願
と
陳
情
の
違
い
は

請
願
に
は
１
名
以
上
の
紹
介

議
員
の
署
名
が
必
要
で
す
。
請

願
者
は
委
員
会
に
お
い
て
５
分

程
度
の
口
頭
陳
述
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

紹
介
議
員
の
署
名
が
な
い
も

の
は
、
陳
情
と
し
て
取
り
扱
い

ま
す
。

◆
作
成
方
法
は

・
宛
先
は
宝
塚
市
議
会
議
長

・
日
本
語
で
作
成
す
る

・
提
出
年
月
日
、
件
名
、
趣
旨
、

項
目
を
記
載

・
個
人
の
場
合
は
、
住
所
、
氏

名
（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

を
記
載

・
法
人
、
団
体
の
場
合
は
そ
の

所
在
地
、
名
称
、
代
表
者
名

（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

を
記
載

・
賛
同
者
の
署
名
簿
が
あ
る
場

合
は
添
付

◆
提
出
の
手
続
き
は

請
願
・
陳
情
は
、
市
議
会
事

務
局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
の
漏
れ
等
を
確
認
の

上
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
提
出
の
期
限
は

請
願
・
陳
情
は
、
市
役
所
の

執
務
時
間
中
い
つ
で
も
提
出
で

き
ま
す
。
な
お
、
提
出
時
期
に

よ
り
、
い
つ
の
定
例
会
で
審
査

さ
れ
る
か
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
審
査
の
取
り
扱
い
は

請
願
は
本
会
議
の
議
題
と
し

た
上
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

し
審
査
を
行
い
、
最
後
は
本
会

議
で
議
決
を
行
い
ま
す
。

陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
で

の
審
査
の
み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
郵
送
で
提
出
さ
れ
た

陳
情
は
、
原
則
と
し
て
審
査
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

議
事
調
査
課

TEL
０
７
９
７
－
77
－
２
１
６
８

請願・陳情の
提出方法は

市議会
ホームページ

Facebook

インターネット
中継・録画配信

83.5MHz
FM宝塚

で検索宝塚市議会

本会議や委員会の開催日程のほか、
議会報告会や意見交換会など市議
会主催イベントの情報をお知らせ
しています。フォローをお願いし
ます。

毎週２回（月・木）11時55分から
５分間、市議会の話題をお届けし
ています。一般質問（録音）や議
長インタビューなども放送してい
ます。

会議日程や議案審査の結果等をご
覧いただけます。また、本会議や
委員会の会議録検索もできます。

本会議の模様を動画で配信してい
ます。スマートフォン・タブレッ
トでも視聴可能です。

　５月以降の市議会日程につい
ては、４月30日から任期が始ま
る新たな議会において決定する
こととなります。
　決定次第、市議会ホームペー
ジにてお知らせさせていただき
ます。
　なお、通例によると、５月中
旬以降に臨時会および定例会を
開催しています。

５月以降の
市議会日程について

◆
今
回
の
特
集
は
「
デ
ー
タ
で

見
る
宝
塚
」
の
起
承
転
結
の
転

と
結
を
ま
と
め
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
号
が
出
る

こ
ろ
に
は
市
議
会
議
員
選

挙
も
終
わ
り
、
新
た
な
期

の
始
ま
り
で
す
。
か
け
は

し
を
通
し
て
、
爽
や
か
で
、

新
し
い
、
暖
か
い
風
を
、

お
届
け
で
き
れ
ば
と
編
集

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
！　

（
中
野
）

◆
宝
塚
市
の
状
況
を
分
か
り
や

す
く
、
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝

え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
最
終
回
の
集
大
成
と

な
り
ま
し
た
。

世
界
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
日
本
が
１
８
７
カ
国

中
１
７
４
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
夫
婦
に
子
ど
も
は

３
人
以
上
で
な
け
れ
ば
、

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
少
子
化
対
策
が
急
が

れ
ま
す
。�

（
山
本
）

編集後記編集後記

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
原
則
と
し
て
公
開
と
な
っ
て

お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
５
月
以
降
の
感
染
防

止
対
策
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
議
事
調
査
課
（
TEL

０
７
９
７
－
77
－
２
１
６
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
本
会
議
場
の
傍
聴
受
付

市
庁
舎
５
階
、
本
会
議
場
傍

聴
席
入
り
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

傍
聴
席
数
は
84
席
で
す
（
車
い

す
席
、
磁
気
ル
ー
プ
席
あ
り
）。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

ご
希
望
の
方
は
、
障
碍
（
が

い
）
福
祉
課
（
FAX
０
７
９
７
－

72
－
８
０
８
６
）
へ
。

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内

次号は、令和５年（2023年）８月１日発行予定です。

●�最後までお読みいただき、ありがとう
ございます。誌面へのご意見、ご感想
は、議会事務局までお気軽にお寄せく
ださい。

　宝塚市議会事務局
　〒665-8665　宝塚市東洋町１番１号
　TEL�0797-77-2168（直通）
　FAX�0797-74-6902

●�議会報「かけはし」は、全ての世帯と
事業所のポストに宅配でお届けしてい
ます。発行日を過ぎても届かない場合
は、下記へご連絡ください。

　ジャパンメッセンジャーサービス㈱
　フリーダイヤル�0120-240-324
　（9時から19時まで）


